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新
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〇
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『

新

唐

書

』

巻

二

〇

礼

楽

志

に

よ

る

と

、

唐

代

皇

帝

の

喪

葬

儀

礼

は

、

高

宗

朝

の

顕

慶

礼

編

纂

時

に

、

凶

事

は

臣

子

の

言

う

べ

き

こ

と

で

は

な

い

と

し

て

、
『

貞

観

礼

』

に

は

あ

っ

た

国

卹

篇

＝

天

子

凶

礼

部

分

を

削

除

し

、

崩

御

時

は

臨

時

に

考

え

て

行

い

、

終

わ

れ

ば

諱

ん

で

伝

え

な

い

の

で

、

後

世

に

伝

わ

ら

な

か

っ

た

と

あ

る

（

大

津

透

『

古

代

の

天

皇

制

』

二

六

三

頁

の

註

25

を

参

照

。

初

出

は

一

九

九

七

年

）

。

し

た

が

っ

て

、

『

通

典

』

凶

礼

に

収

録

さ

れ

て

い

る

「

大

唐

元

陵

儀

注

」

等

と

題

す

る

、

唐

代

宗

の

喪

葬

儀

礼

の

式

次

第

を

詳

細

に

伝

え

た

一

連

の

逸

文

は

、

唐

代

皇

帝

の

喪

葬

儀

礼

の

全

貌

を

復

元

、

研

究

す

る

上

で

貴

重

な

史

料

で

あ

る

と

い

え

る

。 

 

本

書

は

、

そ

の

よ

う

な

一

連

の

「

大

唐

元

陵

儀

注

」

（

以

降

「

元

陵

儀

注

」

）

の

逸

文

を

集

成

し

た

も

の

で

あ

り

、

概

ね

主

要

な

二

つ

の

部

分

か

ら

構

成

さ

れ

て

い

る

。

一

つ

め

は

、

「

元

陵

儀

注

」

全

体

を

理

解

、

把

握

す

る

上

で

重

要

な

事

柄

を

記

し

て

い

る

部

分

（

第

一

章

「

「

大

唐

元

陵

儀

注

」

に

つ

い

て

」

）

で

あ

り

、

「

元

陵

儀

注

」

の

解

説

、

解

題

（

文

献

・

各

論

）

、

各

項

目

の

概

要

、

代

宗

喪

葬

儀

礼

の

関

係

年

表

を

含

む

も

の

で

あ

る

。

と

り

わ

け

、

第

一

章

第

一

節

「

「

大

唐

元

陵

儀

注

」

解

説

」

は

、

『

通

典

』

に

お

け

る

引

用

配

列

と

実

際

の

式

次

第

の

順

序

と

の

相

違

、

前

後

の

項

目

の

接

続

不

備

や

欠

落

と

い

う

よ

う

な

史

料

読

解

の

前

提

と

な

る

諸

事

に

加

え

て

、
「

元

陵

儀

注

」

が

実

際

の

使

用

を

前

提

と

し

て

作

成

さ

れ

た

の

か

否

か

（

便

覧

か

典

範

か

）

と

い

う

問

題

、

お

よ

び

引

用

者

で

あ

る

杜

佑

の

「

元

陵

儀

注

」

に

対

す

る

視

点

（

引

用

の

意

図

）

と

い

っ

た

史

料

の

性

格

か

ら

後

世

の

評

価

に

ま

で

踏

み

込

ん

だ

内

容

が

記

さ

れ

て

お

り

、

本

書

ま

た

は

「

元

陵

儀

注

」

を

利

用

す

る

場

合

に

は

必

読

と

思

わ

れ

る

。 

 

二

つ

め

は

、
「

元

陵

儀

注

」

を

収

録

し

て

い

る

『

通

典

』

の

項

目

ご

と

に

「

元

陵

儀

注

」

の

本

文

を

掲

げ

、

校

異

・

読

み

下

し

・

註

釈

・

現

代

語

訳

・

解

説

を

加

え

た

部

分

（

第

二

章

「

各

論

」

）

で

あ

り

、

い

う

ま

で

も

な

く

本

書

の

中

心

部

分

で

あ

る

。

本

書

は

二

〇

〇

二

年

か

ら

二

〇

一

〇

年

に

か

け

て

刊

行

さ

れ

た

「

大

唐

元

陵

儀

注

試

釈

」

等

（

以

降

、

「

試

釈

」

）

を

基

礎

と

す

る

も

の

で

あ

る

が

、

当

該

部

分

（

第

二

章

「

各

論

」

）

に

は

多

く

の

増

補

改

訂

が

み

ら

れ

る

。

ま

ず

、

全

体

に

関

わ

る

点

で

い

え

ば

配

列

の

変

更

で

あ

る

。

「

試

釈

」

で

は

喪

服

変

除

の

祭

で

あ

る

「

小

祥

変

」

「

大

祥

変

」

「

禫

変

」

が

『

通

典

』

の

配

列

ど

お

り

喪

葬

儀

礼

の

最

終

段

階

に

位

置

づ

け

ら

れ

て

い

た

が

、

本

書

で

は

易

月

短

縮

に

よ

っ

た

実

際

の

代

宗

の

喪

葬

儀

礼

日

程

に

準

じ

て

埋

葬

以

前

に

位

置

づ

け

ら

れ

て

い

る

。

こ

れ

に

よ

っ

て

、

唐

代

皇

帝

の

喪

葬

儀

礼

を

よ

り

実

態

に

即

し

た

形

で

理

解

し

や

す

く

な

っ

て

い

る

。

次

に

各

項

目

を

み

る

と

、

読

み

下

し

に

お

け

る

振

り

仮

名

や

、

宋

『

新

定

三

礼

図

』

、

明

『

三

才

図

会

』

等

か

ら

の

喪

葬

具

図

の

引

用

が

徹

底

さ

れ

た

こ

と

で

儀

礼

の

よ

り

正

確

な

理

解

が

可

能

と

な

っ

て

い

る

。

ま

た

、

ほ

ぼ

全

て

の

項

目

に

お

い

て

註

釈

が

新

た

に

加

え

ら

れ

て

お

り

（

〔

18

〕

「

禫

変

」

で

は

倍

近

く

に

）

、

そ

の

内

容

も

「

試

釈

」

時

よ

り

整

理

さ

れ

た

も

の

と

な

っ

て

お

り

、

な

か

に

は

「

試

釈

」

時

の

疑

問

や

問

題

点

に

見

通

し

を

付

け

た

も

の

も

み

ら

れ

る

（

〔

28

〕

祔

祭

の

「

計

会

」

等

）

。

な

お

、

こ

う

い

っ

た

傾

向

は

解

説

部

分

に

も

あ

て

は

ま

る

（

〔

28

〕

祔

祭

に

お

け

る

儀

式

進

行

の

整

理

等

）

。

ま

た

、

本

書

で

新

た

に

設

け

ら

れ

た

事

項

と
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し

て

は

現

代

語

訳

が

あ

り

、

各

儀

礼

の

進

行

を

簡

便

に

把

握

す

る

の

に

適

し 

て

い

る

。 

 
以

上

が

本

書

の

主

要

部

分

の

概

要

と

特

徴

で

あ

る

が

、

そ

の

他

附

録

と

し 
て

劉

向

陽

（

乾

陵

博

物

館

）

「

唐

乾

陵

の

文

化

景

観

の

も

つ

内

容

と

特

性

」

（

附 

録

一

）

と

本

書

執

筆

メ

ン

バ

ー

に

よ

る

「

唐

皇

帝

陵

踏

査

記

」

（

附

録

二

）

が 

掲

載

さ

れ

て

い

る

。

前

者

は

唐

高

宗

と

武

則

天

の

合

葬

陵

で

あ

る

乾

陵

の

詳 

し

い

紹

介

で

あ

り

、

現

地

関

係

者

な

ら

で

は

の

貴

重

な

情

報

を

含

む

と

い

う

。 

後

者

は

唐

十

八

陵

の

一

部

と

そ

の

陪

葬

墓

の

文

字

ど

お

り

踏

査

記

で

あ

り

、 

豊

富

な

写

真

と

簡

潔

な

現

状

報

告

が

今

後

の

踏

査

に

有

益

と

考

え

ら

れ

る

。 

（

山

下

洋

平

） 

 
 


